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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　有混武郎には彼みずから執筆を放棄した未完の小説『運命の訴へ』がある．この作品は明治四十
五年頃と推測される秋の末，筆者（小説家）が上総国の旅宿でノートブックに書かれた不思議な記
録を拾い，それを出版するというプロットである．「其記録を拾ひ出した因縁を小序といふやうな
形ではじめにつけ」（足助素―氏宛書簡大正九年八月十六日）その後に，一話，二話，三話（本文では＊
印）といった回想形式で，明治二十年半ばから三十年代末頃までの地方農村（千葉県の東海岸沿て可
を舞台に，農民の悲惨で薄幸な運命を描いている．有島はこの作品執筆の三年前『カインの末裔』
　（大正六年七月）を発表し，自然の野性のままに生きようとしてついに滅びる農民を創造した．彼は
百姓のみならず，白樺主流の作家が切断した労働者，漁師，貧困学生;細民等下層社会に生きる庶
民に同情を寄せ，彼等を作中に取り上げた．よくいわれることであるが，有島の作品には，作者の
私生活に素材を求めたものと，私生活とは無関係な材料をあっかったものがある／『卑怯者』は
前者の系統に属し，『カインの末裔』は後者に属する作品といえ’る．「運命の訴へ」も後者の系統
で，「作者の直接の心情を冷厳な理智の操作の背後にかくした客観的手法の作品（l）」である.rか
んかん虫』『お末の死』『カインの末裔』をしのぐ陰惨暗滋たる人間相克の絵図がきわめてリデリ
スチックに精写されている.
　　『運命の訴へ』は作者の書簡（2）を信ずれば，二百枚位の長篇になる筈であった．そして，『或る
女』（大正八年）と『星座』（大正十一年）を結ぶ中間点に位置される筈のまさに運命の作品であった／
未完稿中絶作品の創作意図を摺摩臆測することは避けられねばならないし，本稿の目的ではない．
ここでは有島が焦慮と苦渋のうちに放擲した「迎命の訴へ」の制作時期を検討してみたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　「とまれ私は一個の人間でありたい」（著作集に就いて）と宣言し，有島が自己の生活を投入す
る意図をもって著作集第一集「死」（新潮社）を刊行したのは大正六年十月である．つづいて「書物
の形でする創作発表機関」（同上）として同著作集の第二集以下は次の順序で刊行された，
　第二集　　宣言　　　　　　　　　大正六年　十二月
　第三集　　カインの末裔　　　　　　大正七年　　二月
　第四集　　叛逆者　　　　　　　　　同　　　　四月
　第五集　　迷路　　　　　　　　　　同　　　六月
　第六集　　生れ出づる悩み　　　　　同　　　九月
　第七集　　小さき者へ　　　　　　　同　　　十ブ月
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　ちなみに第一集から第五集までは新潮社発行で，
叢文閣に換わった．
　　・　九月
第六集以下第十五集までは足助素一の経営する
　以上は周知の事実であって疑点はない．が，ことさらに問題を提起すると，上記の著作集の刊行
が有島の原構想に反して，創作の未完成のゆえにその一部を変更しなければならなかった点であろ
う．それとても，彼の日記，書簡に徴すれば明白な事実で新しい発見ではまったくない．ところで
　『惜みなく愛は奪ふ』（「著作集」第十一集）を大正九年六月に刊行した有島は，「私の著作集は今後
多分一年に二回位しか出すことが出来ない」（,「惜みなく愛は奪ふ」,沓後）との予告通り，「旅する心」
　（「著作集」第十二集）をこの年十一月に刊行した.,ヽこの作品は，原題を「旅の心」といい大正七年
九月「読売新聞」に達載したヨーロッパ紀行である．ところか;　この旧稿の出版は有島の当初のプ
ランには入ってなかった．いわば急場の穴埋めに「已むを得ず」出版したものである（3）.作者の原
案によれば第十二集は小説が予定されていた．有品は実弟有島生馬氏宛に次の書簡を送っている．
　　毎年著作集を二篇づゝ出す位の仕事をして居たいと思って，春には「惜みなく愛は奪ふ」を出
　　しました．而して，秋出す為めに小説一篇をかきかけて失敗に終ったのです．（大正九年十二月
　　十九日）
作者みずから失敗としるした未完稿の創作はなんであったか．有島は同じ年の十二月の「新潮」に
　r心が変化しつゝある』と題する短文を掲載している．それには，
　　純粋に創作といふ形のものでは，本年は徳田，田山.両氏祝賀記念小説集に「卑怯者」といふ小
　　説を一つ書いたゞけです．その外一つ長いものを企てましたが全然失敗に帰しました．（下略）
とある.「卑怯者」は年譜（4）に従えば十月二十三日完稿となっており，事実，作品は完結してい
るので問題外となる．そこで企画倒れとなった失敗作だが，この点について紅野敏郎氏は，
　　　『卑怯者』を轡いた年にその他一つ，「長いものを企てましたが，全然失敗に帰しました」と
　　いう年譜の言葉（これはさきに引用した「新潮」掲載の『心が変化しつゝある』と同文のもの
　　であるー永田注）を信ずれば「その長いもの」（「白官舎」かどうかは不明だが）の失敗はやは
　　り実生活の反省の不足，改造への踏み切りのなさに根ざした所から起ったものであろう（5）.
と作品不明を述べておられる.･結論をさきにいえば，･未完の長い小説は『迎命の訴へ』ではなかっ
たかと私は推定する．
　有島武郎年譜（6）の大正九年の項に
　　　「運命の訴へ」なる一九二〇年春作の未完稿の創作あ,り．
の記述がみられる．問題を整理すると，
　　（1）有島生馬氏宛書簡（大正九年十二月十九日）と雑誌「新潮」（大正Jし年十二月）にそれぞれ失敗
　　　作と書いた作品と，『運命の訴へ』と題する･未完稿の創作との関係.
　　（2）『運命の訴へ』が，はたして年譜通り春作と確定したものかどうか，
の二点となる．問題解明の手続き上，まず（2）の問題から言及したい．有島武郎年譜にしるされてい
る春作という起稿（あるいは未完稿放棄）時期の根拠は何か．念のため関係事項を四つの年表と年
「運命の訴へ　制作時期　　　　　　（永田） 11ろ
譜で調査してみた.
　　ａ.　　備考一一迎命の訴へ（小説，未完結一九二〇年春作とのみにて月日不明）．（「有島武郎集・
　　　　有島生馬集」-「現代日本文学全集」改造社，昭和二年七月　所載著作年表）
　　b.その他に「迎命の訴へ」なる一九二〇年春作の未完稿の創作あり．（「有島武郎全集」新潮社
　　　　昭和五年二月　所載年譜）
　　ｃ.　　この年は，他に「迎命の訴へ」なる未完稿の創作あり．（「有島武郎集」-「現代日本文学仝
　　　　集」筑摩書房　昭和二十九年四月　所載年譜）
　　d.　この他小説「運命の訴へ」（未定稿）「クロポトキンの印象と彼の主義及び思想に就いて」
　　　　（読売新聞）かおる．（「有島武郎」-「日本現代文学全集」講談社，昭和三十七年十月　所載年譜）
前二言には春作と書いてあるか，後の二つの年譜には春作に該当する記述は見当らない．次に，大
正九年の有島の書簡を調べると，『迎命の訴へ』という題名か一個所だけ出1ている．八木沢善次氏
宛九月二十一日の書簡で，
（前略）兎に角私は半成の原稿を焼却すべき悲境に陥った
は知らない．兎に角中止します．（以下略）
「迎命の訴」は将来出来上るか否か
と執筆の渋滞と苦痛を知らせている．一体，「運命の訴へ」はいつ頃起稿されたのか．現在，唯一
の手かかりは，「『旅する心』書後」（大正九年十月十日）の作者の自作自注である.
　　（前略）「運命の訴へ」といふ創作の予告をしておいた通り，私はこの夏材料を集めたり，考へ
　　をまとめたりした上で執筆にかゝりました／而して百頁（7）ほど書き上げたのでした．（以下略）
作者の注をそのまま受け取れば，大正九年夏と判明する．さらに有島は，吹田順助氏宛八月三日付
の手紙で（発信は上総－ノ宮ｙ8）「今日創作の材料の蒐集をしにこゝまでやって来ましたが果して
思ふやうに出来るかと思って心配してゐます，明日一日を費して．（後略）」と起稿前の身辺の事情
を通知した．それから十三日後の八月十六日に足助素―氏宛「筆者かその不思議な記録を旅中に拾
ひ出1して，それを印刷するといふ結構にした．其記録を拾ひ出した因縁を小序といふやうな形では
じめにつける．（中略）今は事件の背景にあたるものを書いてゐる.」と，すでに執筆の進行を知ら
せる手紙を出している．しかも，この書簡内容と残存する『迎命の訴へ』のいわゆる小序の部分は
まったく一致する．以上の例証にもとずいて『迩命の訴へ』起稿時期を，大正九年八月十日前後と
推定する．　　　　　　　ｙ
≪注≫　「有島武郎集，有島生馬集」所載年表と「有島武郎全集」所載年譜にある春作については，ひとま
　ず下記のように推論したい．
　　有島は自己の著作に関してはかなり詳細に，日記，書簡に記録している．しかるに，大正九年一月四日
　　（木田金次郎氏宛書簡）から，九月十七日（足助累一氏宛書簡）まで，全集所収の四十二通の書簡中に
　は，『運命の訴へ』なる語は一度も出ていない．ところが，大正九年八月十六日付足助素―氏宛書簡に
　　（さきに引用したものと同文であるか論をすすめてゆく都合上，再掲する）
　　（前略）筆者かその不思議な記,録を旅中に拾ひ出して，それを印刷するといふ結論にした．其記録を拾ひ
　出した因縁を小序といふやうな形ではじめにつける．（略）新しい形の合奏楽のやうな気持か出せたら本
　望だと思ってゐる．今は事件の背景にあたるものを書いてゐる．前に措いておいたものは矢張あまり役に
　立たない．笥句めいたものが使用にたへるだけだ．つぎはぎは矢張大した効なし．（以下略，圏点一永田）
　　ｘｓｓゝ　ゝゝゝゝｓゝゝ３ゝゝゝゝゝゝゝゝ●　ゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝという注意すべきことばが書かれている．引用文の前半（圏点を付してない部分）が「運命の訴へ」の序
　の部分と一致することは既に述べた．とすると，作者のいう「前に書いておいたもの」は，春頃執筆され
　ていた「運命の訴へ」の初稿で，それが意の如く運ばず，ついに構想を改めて，現在の「運命の訴へ」
　を，私か推定する八月十日前後に起筆したものではなかろうか．
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　次に問題点は），失敗作と「運命の訴へ」との関係を考えてみる．大正九年に有島が書いた小説が，
　「卑怯者」（大正九年十月）一篇だけであることは既述した通りである（9）.しかも，さきの私の推論
によっ七，未完の「運命の訴へ」は年譜記載の春作とは断定でぎないこと．むしろ，作者の書簡，
自注に従えば，八月十日前後との推定が可能となった．それでは，「運命の訴へ」はいつ頃中断し
たか．有島の書簡を引用しながら執筆放棄に至る経過をたどってみる.
　　1.大正九年八月三日　吹田順助氏宛
　　　上総－ノ宮で創作の材料を蒐集（注８）参照
　　2.同　八月十日前後　起稿と推定
　　3.同　八月十六日　足助素一氏宛
　　　あきらかに『運命の訴へ』と推定できる創作の構想と，執筆状況が述べてある.
　　4.同　九月十五日　足助累一氏宛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　「創作は出来ない出来ない．今度位苦しんだことはない．而して今度位出来ないことはない.
　　　　（略）原稿を焼却して旅に出ようとする誘惑に幾度か襲はれる（後略）」
　　5.同　九月十七日　足助素一氏宛
　　　創作力の退縮を語り，第十二著作集として『旅する心jを代替する相談をしている．（注3）
　　　参照.
　　6.同　九月二十一日　八木沢善次氏宛
　　　　「（前略）兎に角私は半成の原稿を焼却すべき悲境に陥った．『運命の訴へ』は将来出来上る
　　　か否かは知らない．兎に角中止します．『旅する心』をつなぎに出します」
　　7.同　九月二十五日　木田金次郎氏宛
　　　　「（前略）私はつまづきました．創作を中途で擲たねばならぬはめになりました．（後略）」
　上掲の書簡内容は，『運命の訴へ』が起稿（推定）後，一個月余で渋滞をきたし，四十日目頃に
は中止宣言のやむなきに至ったことを証拠づける．この時期における有島の創作力の枯渇は「是れ
から先き甦生が出来ればよし，さもなければ私の生涯はお仕舞です」（吹田順助氏宛十月一日）「私は
今落潮に居ます」（大島豊氏宛十一月十八日）「この半年は実際やぺ捨鉢の気味で暮してゐたのです」
　（有島生馬氏宛十二月二十四日）と告げねばならぬほど深刻で惨澄たるものであった．
　大正九年という年は，有島にとって創作こそみるべきものは残さなかったが，批評文，感想文等
の論述はかなりの数に上り，また各地で講演を行っている．北海道の農場視察に出かけたのもこの
年十月である．一方に，このような有島の精力的な活動を考える時，創作力の極端な衰退の原因は
なんであったろうか．『運命の訴へ』に失敗した理由を，作者は「どうしても気に入りません．書
いたものゝ上に薄い皮のやうなものが出来て，私の心持とどうしてもぴったりそぐはないのです.
　（中略）頭も生理的に害はれてゐた．それも手伝ったのですけれど（以下略）」（「旅する心」書後）と
説明を加えている．短篇とはいえ，作者の.自己投影といえる『卑怯者』は一応完成した．（「運命の
訴へ」失敗後の作品である）しかるに，それ以前に起稿され，「新しい形の合奏楽のやうな」期待を徊
めた『運命の訴へ』は挫折に終った．作者の主題め喪失か，構想上の破綻か，それとも主題と構想
の不統一による混乱か．紅野氏の指摘一一作者の実生活の反省の不足と，改造への踏み切りのなさ
ｰは中断解明の有力な鍵といわなければならない．私も同様に，この時期に有島が倉田百三の思
い切った生活の改造に注目した(10)ことを重視し，「自分の生活の或は思想の変換期に来だのでは
ないか」(11)という自己改造の不徹底から生じた懐疑と不安に求める．が，この課題はさらに検討を
要すると思う．その前段階として，『或る女Ｊr運命の訴へ』「星座」と巡なるべくして陥没した
立皿匹見一二匹
未完の長篇創作の制作時期を一考してみた．
〔注〕
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ｎ
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本田秋五氏　「「白樺」派の文学」
八木沢善次氏宛書簡（大正九年九月二十一日）
大島　豊氏書簡（同十一月十八日）
　「旅する心」書後（大正九年十月十日）および足助素一氏宛書簡（同九月十七日），八木沢善次氏宛書
簡（同九月二十一日）参照
有高武郎年譜（「有島武郎全集」第十巻付載新潮社，昭和五年二月）
紅野敏郎氏　有局武郎－「星座」覚え書－（「明治大正文学研究」第十八号）
注４　参照
大島　豊氏宛書簡（大正九年十一月八日）には「百枚程……」とある．（圏点一永田）　‥
発信地の上総は「運命の訴へ」冒頭に出てくる場所でもある.
　「心が変化しつゝある」（「新潮」大正九年十二月）　　　　　　　　　　．
原久米太郎氏宛書簡（大正九年十二月十二日）
足助素一氏宛書簡（大正九年九月十七日）
(昭和40年９月29日受理)

